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今後の実践の方向 

取
組
の
視
点
や
方
向
性 

当校には、活気に満ちあふれ、友達と何かをやり遂げることが好き
な児童が多い。しかし、活動の中で「自分」を主張しすぎたり、消極
的になってしまったりし、思いをうまく伝えることができずに、トラ
ブルを抱えてしまう児童もいる。 

このような実態を受け、昨年度後半から、ソーシャルスキル教育（以
下ＳＳＥ）に取り組んできた。ＳＳＥは「好ましい人間関係を築くた
めの知識を学び技能を身に付ける」ことをねらいとしている。児童に
は、「ＳＳＥで友達と仲良くするためのコツを学ぼう」と呼び掛け、
全校体制で取り組んできている。 
今年度は、昨年度実践してきたことをさらに深めるために、「ＳＳ

Ｅ年間計画」を作成し、進めている。それに基づき、毎月、徳育部が
生活目標と一体化させたターゲットスキルを提示している。全校集会
で「教示・モデリング」を示し、その後に「学級リハーサル」・「一般
化」を行い、子どもたちへのスキルを獲得をめざしている。 
学級担任（教職員）が一丸となって実践するという意識を大切にす

るため、毎月のモデリングには学年部が輪番で参加することを提案
し、現在実践中である。 

大
ま
か
な
実
践
の
予
定 

毎月初めの月曜５時間目に「全校ソーシャルスキル集会」を実施す
る。毎月の生活目標（ターゲットスキル）は以下の通りである。 

 
４月 ＳＳＥオリエンテーション 

「気持ちの良い挨拶をしよう」 

10月 「冷たいメッセージをなくし、 

温かいメッセージを伝え合おう」① 
５月 「仲間に入ろう・友達を誘おう」 11月 「上手な頼み方を身に付けよう」 

６月 「冷たいメッセージをなくし、 

温かいメッセージを伝え合おう」① 

12月 「上手な断り方を身に付けよう」 

７月 「友達の話を上手に聴こう」 １月 「気持ちの良い挨拶を増やそう」 

９月 「気持ちの良い挨拶を交わし合おう」 ２月 
３月 

感謝の言葉を伝え合おう 
（温かいメッセージ③） 
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ア 目指した児童の姿 
 

ＳＳＥを通し、「リスの(消極的な)言い方」や「オオカミの(攻撃的な)言い方」ではなく、

「わたし・ぼくの言い方(積極的な言い方)」を身に付けることによって、友達間で好まし

い人間関係を形成し、安心して学校生活ができる児童。 

 

イ 手立て 
１．ＳＳＥ年間計画の作成 
学校行事や「教育相談・個別懇談・子どもを語る会・アンケート（Ｑ－Ｕ）」といった

徳育部発信の活動を関連付けたＳＳＥ年間計画表を作成した。 

 

 
２．生活目標と一体化させたターゲットスキルの提示 
「実践の予定」に記載した通り、毎月初めの月曜５時間目に「全校ソーシ

ャルスキル集会」を実施し、児童に身に付けさせたいターゲットスキルを生
活目標として、提示した。 
集会を実施するに当たっては、毎月以下のような流れで計画的に取り組ん

だ。 
 
（１）徳育部による計画・起案 

（２）徳育部＋（低・中・高学年部）によるモデリングの事前練習  

   全校体制で臨むために、学級担任がＳＳＥに参加することを提案。今年度は、 

モデリングに参加してもらった。 

 

（３）ＳＳＥ集会（月初めの月曜日 5時間目） 

①教示・モデリング(体育館で全校一斉） 

                         ４５分間で実施 

②リハーサル（教室で学級ごとにスキル練習） 

（４）般化活動 

    (カードを活用した強化週間を設け、意識して取り組ませる。） 

 

 
１日参観日に公開した
り、ＳＳＥ通信を発行し
たり、家庭用カードの取
組も行い、保護者への啓
発にも力を入れた。 

今年度は、あいさつと

温かいメッセージの取

組を学期に１回ずつ取

り入れ、重点的に取り

組んだ。 



 
＜「ＳＳＥ集会」から「般化活動」までのイメージ＞ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

２．変容  Q-Uの結果から(左 6月 右 10 月） ＊6月は 1年生未実施 

わずかではあるが、満足群
が上昇し、侵害行為認知群・
学級不満足群(要支援群)が
減少した。 
一方で、非承認群が上昇し

ている。これは、ＳＳＥの取
組で温かいメッセージを意
識し始めた児童が増えた一
方で、自分は認められたいが
満たされてはいないと感じ

る児童も増えてきたのではないか考えられる。今後も温かいメッセージを中
心としたＳＳＥの取組を継続して行くことが必要と感じられる。 
 
 
エ 課題  

今年度は、「イ 手立て」にも示したような取組を計画的に進めることがで
きた。保田小のＳＳＥにとって成果の多い年であった。しかし、一方で、「学
級リハーサル」の時間に対して職員の理解度や取組方に差がなかったかを確
認することができなかった。これは、職員の多忙感に配慮したためであった。
今後は、「学級リハーサルを充実させるためはどのような取組がよいのか」と
いったことについて来年度に向け協議を行っていく必要がある。 

 

侵害行為認知群 
 

１８％→１２％ 
 

学級満足群 
 

５０％→５６％ 
 

学級不満足群 
 

２１％→１３％ 
（要支援群５％→３％） 
 

非承認群 
 

１０％→１８％ 
 

１．教示 

(教師が 

言ってきかせ） 

２．モデリング 

(教師が 

やってみせ） 

３．リハーサル 

(子どもたちに 

させてみせる） 

４．般化活動 

(ほめて、 

強化する） 


